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２ 適応指導教室での学び

不登校が長期化している 指導員の、子どもに寄り

多くの適応指導教室の子 添った親身な支援

どもたち

心の安定と元気を取り戻す子どもたち

学校復帰にはつながらない現実

①今までの指導で子どもにエネルギーが出てきた。

ここからどうやっていくかが難しい。指導員の声

②何ヵ月でも、一日でも不登校が長くなるほど、

不登校の指導は楽ではなくなる。

③不登校が長いほど、子どもの気持ちがこじれて

きてしまう。

④この子に、あと、半年早く出会えていたら、何

とかできたんだけど……。

［学び・気づき］

の大切さ早期発見・早期対応

適応指導教室での学び
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３ 二つの適応指導教室の学びから見えてきたもの

適応指導教室 家庭

学校

子ども

二つの適応指導教室の学びから見えてきたもの

◆円環的な支援

◆不登校の早期発見・早期対応が重要

◆心の居場所になる温かい学校風土・学級風土

◆チームによる支援

◆背景からの適切なアセスメント

◆段階的で人・時・場を考えた支援

◆自己肯定感・自信を高める支援

自立 自立


